
　人口減少やモータリゼーションの進展，相次ぐ　
自然災害などにより，ローカル鉄道は厳しい経営
環境に直面している。本書は，大学研究者による
分析と，鉄道経営者による現場での実践活動を通
じ，その存続と活性化への道筋を探る。
　ローカル鉄道の存在意義は，単なる企業の収支
採算性だけで測れるものではない。沿線地域にも
たらす外部経済効果や移動の安心感を含め，その
あり方は地域全体で判断すべきものと捉えられる。
活性化再生法などの制度や，上下分離方式の枠組
みの活用も視野に入るなか，自治体・事業者間で
インフラ維持の役割や費用をどう分担し，日々の
運行や収益を確保するかが問われている。
　本書では，由利高原鉄道，銚子電気鉄道，しな
の鉄道の事例を通じ，情報発信やファンづくり，
需要創出などの取組みを検証しつつ，自治体や沿
線住民が鉄道を「自分たちのもの」と捉え，事業
者と連携して支えていくことの重要性を示す。鉄
道事業者や自治体の担当者が，地域の足と資源と
しての鉄道を再評価し，具体的な連携を進めるた
めの可能性を読み解く一冊である。� （原）

　本書は，北海道における技術的な視点からみた
鉄道イノベーションと高速交通体系について，
2050 年の世界を念頭に論じたものである。
2010 年頃の交通を取り巻く状況や，当時どのよ
うな議論が行われていたかを知ることができる。
　北海道の鉄道経営の環境については，営業キロ
2,500kmのうち約30％で１日の輸送密度が500
人未満と低いなか，鉄道と並行している高速道路
の建設が進むなど，大変厳しい状況であることを
指摘している。また，北海道の活性化への寄与が
期待されている北海道新幹線の技術的課題として，
①青函トンネル内の貨物列車との共用運行，②青
函トンネル環境に対する対策，③雪・寒害対策を
挙げている。そして，北海道の高速交通体系につ
いては，北海道と北海道開発局の計画の中に経済
成長は含まれていないが，地域の経済成長戦略と
連動した交通投資を行うべきだと述べている。そ
のうえで，地域ブロック内のスムーズな人とモノ
の移動を実現する日帰り圏（３時間圏）の形成や，
アジアゲートウェイ国内アクセスとしての新幹線
と航空の融合・連携などを提案している。�（古森）
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